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第 3 章 水・緑と観光を繋ぐ回廊計画の検討 

3.1 計画の背景 

瑞穂町では、第４次瑞穂町長期総合計画（基本構想）の将来都市像を「みらいに ずっと ほこれる

まち 潤いあふれ、活力みなぎる地域社会をめざして」としています。まちづくりの基本目標には、「魅

力ある温かいみずほ」、「快適で美しいみずほ」を掲げ、活力とにぎわいを創出し、魅力ある地域社会

を形成するとともに、町の財産である豊かな自然と魅力ある都市空間の調和により、見る人にやすらぎ

と潤いを与えることを目指しています。 

 

これまでも「瑞穂町緑の基本計画」を策定し、施策展開を図ってきました。平地林や屋敷林の保全、

道路の緑化、水辺環境の保全などの分野で成果を挙げてきました。また、「瑞穂町環境基本計画」に

基づいて、花植え運動や残堀川の水質検査、水生生物の調査を行ってきました。 

また、第４次瑞穂町長期総合計画の基本理念を「自立と協働」と定めました。これからのまちづくり

は、住民や事業所、地域団体などと行政が、それぞれ自立し、対等な関係で役割と責任を分担し、情

報を共有しながら、様々な人々がまちづくりに参画できるよう協働型社会の形成を図ることとしていま

す。 

 

平成２３（2011）年には東日本大震災が発生しました。水辺や緑地の空間などが地域交流

の場や防災拠点としてより重要な役割を認識されてきています。 
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3.2 計画の位置付け 

瑞穂町では、平成 12（2000）年３月に策定した「瑞穂町都市計画マスタープラン」に基づき、町の長

期的な都市づくりの基本方針として、土地利用や都市施設、市街化整備を図ってきました。また、平

成１１（1999）年３月に策定した「瑞穂町緑の基本計画」により緑地の保全及び緑化の推進を図る施策

を展開してきました。 

回廊計画は、これらの計画の取組を踏まえ、第４次瑞穂町長期総合計画の将来都市像を具体化

するための方針を「水」、「緑」そして「観光」という観点で構想するものです。 
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3.3 計画期間 
この計画の目標年次は、第４次瑞穂町長期総合計画の目標年次と合わせ、平成 32（2020）

年度とします。 

 この目標年次は、長期総合計画の改定に合わせて、必要な見直しを行う目途を示すもので

あり、さらに長期的な視点に立って住民や事業者、地域団体などと行政が協働する必要があ

ります。 
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図3.3.1(1) 計画期間のイメージ 

 

3.4 東京都及び町の諸計画との関連 

東京都及び町の関連計画の内容を整理した結果、回廊計画に求められている条件としては、狭

山丘陵を丘陵地景観基本軸にして、田園景観や農地の保全・育成があげられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4.1(1) 東京都及び町の諸計画との関連 

 

3.5 近隣市の諸計画及び広域計画の把握 

近隣市の諸計画を整理した結果、その隣接市同士が連携した計画を掲げる自治体はありません。 

国、東京都、西多摩地域の広域計画を整理した結果、水、緑（谷戸、里山、森林など）の保全、農

業振興や田園風景の保全が計画されています。 

また、観光としては、多摩地域の魅力の活用と発掘、多摩ブランドの発掘、エコツーリズムやグリー

ンツーリズムの推進などが計画されています。 

東京都景観計画 
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の実現 
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図 3.5.1(1) 周辺自治体の基本計画（抜粋） 
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表 3.5.1（１） 国、東京都、西多摩地域広域行政圏協議会の計画 
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3.6 水・緑と観光を繋ぐ回廊計画の課題 

3.6.1 広域的問題 

瑞穂町周辺の現状と広域的な問題、周辺自治体の観光資源を以下に示します。 

瑞穂町は、狭山丘陵を中心とした自然的資源や景観資源に恵まれており、青梅街道や国道

16 号が町内を通過し、自動車交通の便は良いです。 

しかし、鉄道の運行本数が少ない、町内の観光資源を結ぶ道路に歩道がないなどのアクセス

面、観光施設、レクリエーション施設にシンボル的なものがないことが問題点として考えられます。 

一方で、瑞穂町の周辺市には、さいたま緑の博物館、山口貯水池などの自然を中心とした資

源や、里山民家、村山温泉かたくりの湯、羽村市動物公園などの観光資源が存在しています。 

また、行事、飲食物、土産物などのソフト施策において、目玉が少ないことが問題点として考え

られます。 

 

表 3.6.1（１） 瑞穂町の現状と広域的問題 

項 目 現   状 問 題 点 

ア

ク

セ

ス 

鉄道 

公 共 交 通

機関 

最寄り駅は八高線箱根ケ崎駅で約

30 分に１本の間隔で運行 

都心から主な鉄道のアクセスルー

トは立川－拝島－箱根ケ崎か八王

子－箱根ケ崎の２つ 

バスは、都営バス、立川バス、西

武バスが運行 

都心からは鉄道の運行本数は少な

く乗換えが必要で直通バスもなく

アクセスが悪い。 

 

自動車 青梅街道と国道 16 号の交差点に位

置し自動車交通の便は良い。 

町内に誘導する資源が少なく東西

交通と南北交通の通過点となって

いる。 

徒歩 

町内移動 

残堀川沿いには比較的美しい歩道

(管理用通路)が整備されている。 

市街地の一部を除き歩道が整備さ

れていない。 

 

青梅街道など交通量が多い道路で

は歩行者の安全確保が必要であ

る。 

町内の観光資源等を結ぶ歩道につ

いて｢つながり・連携｣が図られて

いない。 
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表 3.6.1（2） 瑞穂町の現状と広域的問題 

項 目 現   状 問 題 点 

資 

 

 

 

源 

 

 

観光施設 

レ ク リ エ

ー シ ョ ン

施設 

耕心館、スカイホール、郷土資料

館、元狭山ふるさと思い出館、ス

カイホール・ビューパークなど 

シンボル的な目玉施設が乏しい。 

歴史的 

資源 

江戸街道、日光街道など 知名度が低い。 

歴史的資源として整備されていな

い。 

自然資源 

景観資源 

 

 

狭山丘陵西端、六道山公園、残堀

川(源流部)、不老川、狭山池、カ

タクリ群生地、エコパークなどの

自然資源がある。 

六道山公園周辺は、遊歩道や案内

標識が整備されている。 

六道山公園、ビューパークなど眺

望点がある。 

自然資源間を結ぶ経路が未設定で連

携が図られていない。 

瑞穂町の玄関である箱根ケ崎から資

源を結ぶアクセスルートが定まって

いない。 

狭山丘陵内での連携が低い(周辺市

から丘陵に沿って瑞穂町まで足をの

ばす人が少ない)。 

知名度が低い。 

行事 

 

産業まつり(20,000 人)、サマーフ

ェスティバル(4,000 人)、さくらま

つり(2,600 人)、駅伝競走大会、ほ

おずき市(円福寺) 、だるま市など

が開催されている。 

町外での知名度が低い。 

食べ物 

 

うどん、東京狭山茶などがある。 産地としての知名度が低い。 

土産物 

 

東京狭山茶、シクラメン、東京だ

るま 

産地としての知名度が低い。 

その他 都立農芸高校がある。 地域との連携の強化 

町の南に横田飛行場がある。 施設の活用には安全確保など関係各

機関との手続・調整が必要 
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3.6.2 地域的問題 

（１）道路の問題点 

瑞穂町内の観光拠点を結ぶ道路が持つ長所を以下に示します。 

 

 

（１）１車線で歩道がない道路でも、交通量が少なければ安全な歩行ができ、快適な回廊ルート

となる潜在的な可能性を持っています。 

（２）狭山丘陵内の遊歩道は、整備が進められ快適な歩行ができます。 

 

 

このような長所を持ちながら、以下に示すような問題点も抱えています。 

 

 

（１）歩道があっても幅が狭く、連続性がない、交通量が多い道路では、快適な歩行空間が確保

できていません。 

（２）残堀川沿いの水辺の道路は、親水性が低くく、名所がほとんどありません。 

 

 

（２）自然環境資源（水・緑）の活用における問題点 

瑞穂町内の自然環境資源（水・緑）の活用における問題点を以下に示します。 

 

 

瑞穂町は、貴重で良好な自然環境である狭山丘陵西側に位置しています。都立野山北・六 

道山公園の東側の武蔵村山市には村山温泉かたくりの湯、中央部には里山民家があり、観光

者の丘陵散策の拠点として利用されています。 

この反面、西側の瑞穂町には拠点となる施設が少ないため散策者のニーズを満たすことがで

きず、結果として町内を素通りするか、瑞穂町の東側で引き返していることが推測されます。 

 

 

ただし、拠点創出においては、既存の施設の内容と重複せず、計画地条件に即した計画立案

を行う必要があります。 

この他、自然環境資源（水・緑）を充実させるためには、既に計画している施策を着実に実施す

る必要があります。また、現状を踏まえた多様な活用方法を検討しなければなりません。 

 

（３）観光者数の問題点 

瑞穂町内の観光者数の問題点を以下に示します。 

 

 

平成 21 年度の郷土資料館来館者数は 1,024 人であり平成 27 年度の目標値 3,000 人に

対して３割にとどまっています。これに対して、耕心館の企画展やイベントへの来場者は目標とし

ている来場者数に近い利用者があります。 
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